
　市では，平成20年４月から健診項目が一部変

更になるため、19年度に交付した受診券は４月

以降使用できなくなりますので、新たに郵送して

いる受診券をご使用ください。

　なお、20年度から健診項目には超音波検査や

エイズ検査が追加されます。

　県が実施していた新生児聴覚検査を、平成20

年４月から、市が実施します。赤ちゃんの千人に

１～２人は生まれつき耳のきこえに障害をもつと

いわれています。できるだけ早く発見し、適切な

医療を受けることにより、ことばの発達が促され

ます。検査を希望される人は、かかりつけの産婦

人科へご相談下さい。

■対　象
　市が委託した医療機関（産婦人科）で生まれた

　市内に住所のある新生児

　（出生後退院までの間に検査します）

■費　用
　検査費用の一部１，５００円を市が負担します

　自己負担は医療機関により異なります

　合併前のそれぞれの町に、まちの理想像や市民

の生活が快いものになるための目標を掲げた「町

民憲章」が制定されていました。これらの想いを

引き継ぎながら、更なる飛躍を目指すため、「南

島原市市民憲章検討委員会」を立ち上げ、検討・

協議を行いました。作成した素案に対する市民意

見募集を行った上で、市民憲章を決定し、平成 20

年４月１日に「南島原市民憲章」を制定いたしま

した。

　今後は市民の皆さまに親しまれ、目標となるよ

う普及と啓発に取り組んでいきます。　　　　　

　

　私たちのまち南島原市は、さんさんと太陽がふ

りそそぎ、豊かな自然に包まれています。また、

いち早くヨーロッパの文化を受け入れた誇り高い

歴史のまちです。

　人々は、古より普賢岳と有明海の恵みに感謝し、

幾多の困難の中にあっても、夢と希望をもって懸

命に生きてきました。

　私たちは、先人の精神を受け継ぎ、南向きに生

きることを誓い、ここに南島原市民憲章を定めます。

●守　ろ　う　環境・大地　この自然

●生 か そ う　歴史・文化　この郷土

●育 て よ う　  心 ・健康　この家庭

●羽ばたこう　未　来　へ　　　　　

南島原市民憲章

いにしえ

※自分の加入している保険証を確認してください
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